
お金でお金を稼ぐ究極的な「時間労働」に向き合い、私が感じた事。 

 

私自身の収入を、より「飛躍」させる目的と、新たなマーケット（市場）への参

入を前提とした目的から、私は「資産運用（投資）」の分野に目を向け、その分野

の研究や検証を２０１２年頃から始めていました。 

 

私はそこに「リスク」とされるものがあるなら「石橋を壊れるまで叩くタイプ」

で、壊れるくらいに叩いた石橋が「壊れない事」が分かって、そこで初めてその

橋を渡り始めるような人間です。 

 

良く言えば「慎重」で、悪く言えば「臆病」。（そこに、あらゆる意味で「リスク

がないに等しい」と判断なら、まずは「やってみよう」で飛び込むタイプでもあ

りますが。） 

 

そんな私ですから「相場の世界」で実際に自分の資金を運用するまでには相当な

「検証」と「研究」を重ね、その間には、リアルタイムな相場に向き合い、仮想

売買（デモトレード）のような事も幾度と行ってきました。 

 

ですので、自分自身の「資金（実際のお金）」を運用する頃には、私の『資産運用

のノウハウ』は、ほぼ完成しているに等しかったと言っていいと思います。 

 

それくらいの状況に至ったからこそ、私は実際に自分の資金を運用し始めたわけ

です。 

 

 

執拗なまでの、研究と検証を「石橋」が壊れるまで。 

 

 

正直、私が一番、この「投資（相場）」の世界と向き合う事を楽しめていたのは、

その「研究と検証の期間」だったと思います。 

 

多くの人は「結果」を出すために、その研究と検証を重ねるものだと思いますし、

そこに「結果」が伴わなければ、その先立つ研究や検証といった行為そのものも

苦痛になってくるものかもしれません。 

 



また、先々において「結果が出ない（出せない）可能性」などに恐れを抱き、モ

チベーションが下がってしまうような人や、そもそも「結果を出す事はできそう

もない」と途中で諦めてしまう人が多いのも、このような「検証と研究の段階」

なのではないかと思います。 

 

ですが、少なくとも私は、その「結果（答え）を導き出すまでの研究と検証の期

間」が最も積極的に、相場の世界と向き合えていた自覚があり、その行為そのも

のも本心から普通に楽しめていました。 

 

マーケット（相場）の世界にも明らかな「心理（集団心理）」の作用があり、また、

数学的な「統計」とその心理が噛み合わさっているところなど、もともと私が興

味深く研究できる分野だった事も大きかったかもしれません。 

 

そこれそ「コピーライティング」や「マーケティング」などの分野との共通性も

全くないわけではなく『集団心理を相手取っての研究と検証を重ねて「答え」に

近いものを導き出していく作業』などは、ほぼそのまま共通している部分です。 

 

それこそ、投資の世界で一般的に言われる「テクニカル」と呼ばれるものなどは、

まさに『統計から生まれる集団心理の共通性』を追求しているものに他ならない

と思います。 

 

その集団心理を捉えて自らが創作した「文章」で反応を生み出すのがライティン

グであるなら、その集団心理を捉えて「売り」と「買い」のシフトを絶妙に行っ

ていくのが投資（トレード）にあたるわけです。 

 

ですが、その「投資」の世界における、ある程度の「結果（答え）」と言えるもの

を導き出せた時、私はこの「相場で稼ぐ」という事の思わぬ「落とし穴」に気付

いたんです。 

 

「相場で稼ぐ」という事の、思わぬ落とし穴。 

 

 

私自身、相場の世界そのものは今も興味深い世界だと思いますし、そこへの興味

や研究、検証の意欲は今も全く衰えてはいません。 

 

ただ、その「相場の世界でお金を稼ぐ」という事については、少なくとも私は『自

分には向いていない』という結論を下し、そしてそれ以上に『そこを突き進んで

はいけない』という強い「抵抗感」が生まれてしまいました。 



 

そして、その「落とし穴」は、日本国内でもトップクラスの実績を誇っている、

ある有名な個人トレーダーが、私が陥った感覚に近いものを、雑誌か何かの取材

で以下のように、そのまま発言しています。 

 

 

 （トレードは）正直、精神的にきついです。やめればいいんですが、そうす 

ると儲けるチャンスを自ら放棄して 1 億円損をした気分になるので、それも 

きつい。どっちもきついなら、株をやり続けるしかないなぁって感じです。 

 
 

 

 （投資を）やめようと思ったことは何度もあります。資産が 80 億円になった 

今でさえ、いつも「朝のたった 10 分間で 1 億円を損するかもしれない」とい 

うリスクとプレッシャーで押しつぶされそうになっています。 

 

 

これは通称ＢＮＦ（またはジェイコム男）というトレーダーさんの発言で、彼は

２００万円ほどの資金を２０００年から２００８年までで２００憶円に増やして

いる事が公式の記録（それ以降は不明）として残っています。 

 

そんな途方もない実績を残しているトレーダーでも、投資が「精神的にきつい」

というような事を発言しているんです。 

 

ただ、これを目にした当時の私は、この人が言っている事がそこまでピンとはき

ませんでした。 

 

言っても元手は２００万円だったのだから、８０憶円が７９憶円、強いては４０

憶円くらいに減ったって痛くもかゆくもないだろう、と。 

何より、今やめれば「勝ち逃げ」になるのだから「キツイなら、やめればいいん

じゃないか」と思ったわけです。 

 

少なくとも私は「コピーライティング」や「マーケティング」のスキルを使って、

これまでに数十億円は稼いでいますが、それを強いて「（精神的に）きつい」と思

った事はなかったですし、やめたければいつでもやめられるのが、個人でコピー

ライターをやっている強みだとも思っていました。 

 



ただ、こうして私自身が「有効な資産運用の手法」を確立して身をもって痛感さ

せられたのが、BNF さんも口にしていた『チャンスを放棄して損をしている』と

いう感覚だったのです。 

 

 

ベルトコンベアの上を、絶え間なく、ひたすらお金が流れてくる。 

 

 

私が捉える「資産運用の感覚」はこういったもので、そのベルトコンベア（相場）

の目の前に立って、それを手に取れる環境下に自分を置いていない事には、当然

ですが、その現金（キャッシュ）を手掴みする事はできません。 

 

逆に言えば、ベルトコンベアの前に座っていれば、その現金（キャッシュ）は幾

らでも手に取っていく事が出来るんです。 

 

ただ、相場（ベルトコンベア）は、自分が寝ている時も、ご飯を食べている時も、

お風呂に入っている時も動き続けています。 

 

故に、例えば自分が寝て起きた時に「自分が寝ていた間の相場」を確認すれば、

自分が「幾らのお金を取り逃したのか」は容易に計算できてしまうんです。 

 

そして、自分の運用している資金が大きくなれば大きくなるほど、その時に実質

的に「取り逃すお金」もどんどん大きなものになっていきます。 

 

私自身、まずはそこにストレスというか「喪失感」のようなものを覚えるように

なっていきました。 

 

まさにＢＮＦさんが言っていた『チャンスを自ら放棄して損をした気分になる』

という事の意味が、痛いほど分かるようになったんです。 

 

ただ、この話は以前の私が理解できなかったように、それを実際に体感し続けて

みない事には分からないかもしれません。 

 

また、人によっては、そもそもそのような感覚に至る事もないのかもしれません

が、少なくとも、私はそこを「割り切れないタイプ」だったようです。 

 



合理的に考えれば、過ぎ去った相場からはもう利益は取れませんし「これからの

相場」に向き合えば、それ以上のリターンは、今後、幾らでも手にしていく事が

できます。 

 

それは決して「二度と訪れないチャンスを逃したわけでもなんでない」わけです。 

 

ですが、例えば睡眠時間を極限まで削る事、相場を見ながら食事を取る事、入浴

を「チャンスを逃さないタイミング」で済ませる事、これらは全てやってできな

い事ではありません。 

 

そう考えると、私は「全ての生活サイクル」が『相場に流れるお金を拾うため』

のものになり、寝ても覚めても相場の事ばかりが気になってしまい、また、それ

ばかりを気にする生活になってしまう事が目に見えてしまったんです。 

 

 

ただ「相場」に支配され続ける日常、生活、―人生。 

 

 

相場の世界に没頭しかけた時、私は、まさにその入口の前に立っている気がしま

した。 

 

実際に自身なりの有効な資産運用の手法を確立し、その手法で実際に資金を運用

し始めた頃の私は、睡眠時間を極限まで削り、食事もろくに取らず昼夜、相場に

張り付くような生活になっていたからです。 

 

ちなみに先ほどの「ＢＮＦさん」は株式専門のトレーダーであったため、株の売

買を行える時間は平日朝 9 時から 11 時 30 分まで（前場）と 12 時 30 分から 15

時まで（後場）という制約がありました。 

 

ですが、私の手法は、株、為替の相場でも、仮想通貨の相場でも有効なものであ

り、本当にやろうと思えば２４時間でも運用（売買）が行えてしまう手法であっ

たため、睡眠時間を削れば、その分だけ稼げてしまうものだったんです。 

 

もちろん、それだけの「自由」があるなら、実際に相場に張り付いて資産の運用

を行うタイミングも「自由」であり、そうである以上、自分なりにメリハリをつ

けて取り組んでいくようにすれば済む話なのかもしれません。 



 

ですが、まさに就寝しようとするタイミング、食事を取ろうとするタイミングで

「おいしい相場」が訪れ、そこで次々と数万円、数十万円、数百万円というお金

が流れてきたら、それを「無視」できるでしょうか。 

 

もし、そこで「また明日の相場で稼げばいい」と割り切れるなら、その人こそが

精神面で言えば、この手法（稼ぎ方）に向いている人なのかもしれません。 

 

ですが、私はその「割り切り」ができないタイプで、もともと睡眠時間を極限ま

で削れてしまう事や、１日、２日くらいなら食事を取らなくても平気である事か

ら、そのような「稼げる相場」が続いてしまうと、その間は何時間でも平気で相

場に張り付き続けてしまうんです。 

 

実際にそんな日々が数日と続き、その間は、常に部屋にこもりきってパソコン画

面に向かい、ひたすら資産の運用を行い続けていました。 

 

まともな睡眠、食事はろくに取らず、キャンセルできる範囲の私用は全てキャン

セルし、相場に向き合い、資産運用に没頭し続けるような毎日を数日、送り続け

ていたわけです。 

 

ですが、実際にそんな日々が数日続いた頃、私はふと「この稼ぎ方は自分には向

いていない（合っていない）」という事に気が付きました。 

 

もちろん、ある意味で言えば「自分に合っていた」と言えるところもあるかもし

れません。 

 

ですが、私が求める生活や人生は、少なくとも「こんな生活、日常を送っていく

人生ではない。」と思ったんです。 

 

 

「お金を稼ぐ事」よりも大切にしたかった事。 

 

ある意味、以前の私は「仕事（コピーを書く事）」に支配されていましたので、そ

の頃の私であれば喜んで相場に支配される生活に身を投じて、それこそＢＮＦさ

んのようなトップトレーダーを目指したかもしれません。 

 



 

ですが、今は「ただお金をひたすら増やす事」よりも、日常の生活の中で大切に

したいものがあるため、やはり「それだけに支配される生活」に身を投じようと

は思えなくなっていたのです。 

 

例えば、この手法に没頭している数日間は、普段は家族と一緒に食卓を囲んでい

る食事の時間も相場の状況次第では、私だけが一人で部屋にこもって食事を取る

ような有様でした。 

 

子供達が通う幼稚園の授業参観のようなものがある日も、普段であれば、私はそ

ういうものに妻と率先して参加するのですが、その日も幼稚園に向かう時間の直

前に「おいしい相場（稼げる相場）」が訪れ、その日はそれを振り切って授業参加

に向かったのですが、強く相場に後ろ髪を引かれている自分がいました。 

 

また、子供たちを連れてディズニーランドなどに遊びに行っても、やはり常に相

場の事が気になり、今、幾らのチャンス（利益）を逃しているのかを数分ごとに

計算していたりと、まさに私は「相場」に支配され、何をやっていても、それば

かりを考える日常になってしまったのです。 

 

当然、そんな日常が楽しいはずもなく、私は、本格的に資産運用を始めて、時給、

日給換算で言うところの自分の収入は飛躍的に上がりましたが、毎日の生活が本

当に「それだけ」になってしまっていました。 

 

何をやっていても「今、相場がどうなっているか」「今、自分は幾らの利益を逃し

ているのか」といった事ばかりに頭の中を完全に支配されてしまっていたのです。 

 

そこも「理解できない人」からしてみれば「自分なりにメリハリをつけて仕事（運

用）をすれば良い」「相場と離れている時は相場の事を考えなければ良い」と思わ

れるかもしれません。 

 

私もそれができれば、どんなに楽だったかと思います。 

 

ですが、それが「できない」のが私という人間であり、それを「やる」となった

ら、トコトンやってしまうのが私の性分なんです。（ただ、自分がそういう人間で

あったからこそ、今の生活水準があるのだと思っています。） 

 



 

ただ、そこは逆に「やらない」と決めれば、スッパリと考えを切り替えられるタ

イプでもあったため、私は自分でこの手法を実践し、資金を自ら運用していく事

をきっぱりと諦めました。 

 

そして「第３者にこの手法で自分の資金を運用してもらう」という方向で、この

手法を活用していこうと考えたわけです。 

 

 

「割り切れない」なら「断ち切る」という決断。 

 

 

ただ、ここでお伝えしている「私の感覚」は、そこまで世間で働いている方々と

ズレたものではないように思います。 

 

例えば「仕事の都合」で子どもの授業参観や運動会への参加を見送ったり、旅行

の予定などをキャンセルするような親はたくさんいるはずです。 

 

もちろん、会社勤めをしている人にとっての「仕事」には「責任」も伴いますの

で、お金よりも「責任」を重視して、仕事を選んでいるケースもあるかもしれま

せん。 

 

ですが、その責任を重んじるのも結局は「仕事＝お金（長期的にそこに勤めるた

め、という目的も含めて）」であり、いつクビになってもいいようなお金が手元あ

れば、そこまで仕事（責任）には執着しないはずです。 

 

その上で、私が確立した資産運用の手法によって実際に「稼げる金額」は、その

運用資金に応じて、どんどん大きなものになるため「１日の家族旅行」で実質的

に取り逃す金額が資金によっては数百万単位にもなってきます。 

 

仮に一晩、友人と飲み歩いて数時間、相場から離れてしまうだけで、数十万円も

のチャンス（利益）を逃す事もあるんです。 

 

まさに「究極的な時間労働」とも言える、このようなお金の稼ぎ方では、常に『自

分が取る行動』と『その行動を取る事で取り逃す利益』を頭のどこかで天稟にか

けてしまうようになってしまいます。（少なくとも、私の頭の中は常にそんな計算

に支配されるようになっていました。） 



 

現に私は１日の家族サービス、一晩の友人、知人との付き合いと「数十万円、数

百万円のお金」の『どっちを取るか』という考えが、常に頭の中をグルグルと回

り続けるようになってしまったのです。 

 

実際にそのような思考に支配されるようになってしまった時、私はふと、そんな

自分が嫌でたまらなくなりました。 

 

そこで、綺麗サッパリと「自らが資産を運用して自分のお金を増やしていく事を

辞める」ということを決断したわけです。 

 

 

資金運用を「第３者に任せる」という選択肢。 

 

 

このような有効なノウハウを確立していく事や、そのノウハウで実際に資産を運

用して稼いでいく事などについては、それが実際に出来ている以上、その「行為

（運用）」によって「結果」を出していくという点においては、私は決して資産運

用というもの自体が不向きというわけではないのだと思います。 

 

現に私の確立した手法は、数秒、数分といった短時間の値動きのみを捉えていく

「短期運用」を前提とするものであったため、その研究と検証の対象となってい

たものは『テクニカル』と呼ばれるような「過去から現在の値動きの動向を捉え

る視点」のみでした。 

 

少なくとも、ほんの数秒先、数分先の相場（値動き）においては、俗に『ファン

ダメンタル』と呼ばれるようなチャート以外の外部的な情報（経済ニュース、企

業業績など）を考慮する必要は無いと判断したからです。 

 

まして「ファンダメンタル」と呼ばれるものの多くは、私達のような一般の投資

家、トレーダー達のもとに、その何らかの情報が届く頃には、既に上層階級の投

資家、トレーダー達がそれを掌握している可能性が高く、そのような要素の多く

は「既に相場に盛り込まれている」と考えるのが妥当だと思いました。 

 

その上で、株や為替、仮想通貨などの相場（価格）は数秒単位、数分単位で刻一

と変動しているものですが、それらの本質的な価値が数秒、数分の間に何か変わ

っているのかと言えば「実質的には何も変わっていない」というのが実状です。 



 

そして、その数秒、数分単位の値動きにファンダメンタルの要素が深く関わって

いる可能性は極めて低いと思いました。 

 

だからこそ、私はテニクカルと呼ばれる『過去から現在における値動きの動向』

と、その統計に対しての『集団心理』のみに目を向け、その研究と検証を重ねて

きたわけです。 

 

そういった点では「統計」に対しての「集団心理の動向」を捉え、その高い共通

性を導き出していく工程などは、私がこれまで長年に渡って行ってきたコピーラ

イティングやマーケティングの研究に近いものがあり、どちらも共通して言える

事は「集団心理の動向をいかに捉えられるか」でした。 

 

そのような分野の研究、検証は、私はむしろ「得意分野」と言っていいものであ

り、そうであるからこそ今回のような有効な資産運用のノウハウを確立できたの

だと思います。 

 

相場で言うところの「テクニカル」は、言わば『統計から生まれる集団心理の共

通性を捉えるもの』ですので、これはむしろ「コピーライティング」や「マーケ

ティング」などと、ほぼ同じ土俵の上にあるものだったわけです。 

 

その集団心理を捉えて自分で創作した「文章」で反応を生み出すのがライティン

グ。 

 

その集団心理を捉えて「売り」と「買い」のシフトを絶妙に行っていくのが投資

（トレード）。 

 

もちろん、これらには、それぞれに異なる難しさがあるのが実情です。 

ですが『ただ単純に有効な手法を再現していくだけ』という点なら「売り」と「買

い」のタイミングを計るだけの投資（トレード）の方が、その再現性は遥かに高

くなると思いました。 

 

そこで私は、自らが確立した資産運用の手法を、自分の友人や知人達に教え込み、

その上で「私の資金を彼等に運用してもらう」という方向性で、自身のノウハウ

を活かしていこうと考えたのです。 

 

 

そして、この資産運用の手法であれば、私がネットビジネスのノウハウ等を教え

て結果を出せなかったような友人や知人なども「稼がせる事が出来る」と考えた

のでした。 



「得意、不得意」と「向き、不向き」 
 

 

ネットビジネスを始めた頃、私は一人で部屋にこもり、それこそコピーライティ

ングやマーケティングの検証、研究を兼ねたコンテンツ作りをひたすら行ってき

ました。 

 

そうして、ある程度の「ノウハウ」を確立した時点で、身近な友人や知人にそれ

らを教えていくようになり、そこから自分の手掛けたコンテンツを販促してくれ

るパートナー（アフィリエイターなど）を育てて数字（売上）を伸ばしていった

のです。 

 

ただ、それでも、全ての友人や知人が結果を出せるようになったわけではなく、

その中にはコンテンツを作る事、作り続けること、文章を書く事、書き続ける事

が出来ず、結果を出せないまま辞めてしまうというケースもありました。 

 

もちろん、ネットビジネスで結果を出せなかった友人達も、時間を要して根気強

く「続ける事」さえできていれば、ネットビジネスの世界でもおのずと結果は出

せたはずです。 

 

ですが、ネットビジネスの世界は「スキルの習得」や「稼ぐための仕組み作り」

に相応の時間を要する事になるため、その間に諦めてしまうような人がどうして

も出てきてしまうのです。 

 

そのような現実がある「ネットビジネス」に対して、資産運用の世界は、正しい

やり方を正しく実践できれば、その手法によっては、その日からでも結果を出す

事が出来る『即効性』があります。 

 

そして、その「正しい手法を同じように実践する」という『再現性』の面でも、

結局のところ「売り」と「買い」の判断が全てである資産運用の世界は、そのス

キル（ノウハウ）の習得も、ネットビジネスのあらゆるスキルの習得に比べれば、

遥かに容易なのが実情です。 

 

それこそ私個人の身の回り範囲で言っても、アフィリエイトなどの「ネットビジ

ネス」では全く稼ぐ事が出来なかった友人なども、この資産運用の手法において

は、実際にノウハウを教えた「その日」から、自らの資金を運用して実際に稼ぐ

事が出来ているからです。 

 



▼ 資金２０万円から１１,５１６円の収益 資金に対しての利益率：５.８％ 

 
 

▼ 資金４０万円から２０,７９５円の収益 資金に対しての利益率：５.２％ 

 

 

▼ 資金５０万円から２８,５７５円の収益 資金に対しての利益率：５.７％ 

 

 

上記の実績画像はいずれも、私が直にこの資産運用の手法を教えた友人、知人達

のパフォーマンスをキャプチャしたものですが、このような形で、このノウハウ

は、それを教えた「その日」からでも実際に資金を運用し、その資金に対して４

～６％ほどの利益を上げていく事が出来ている状況にあります。 



初日は、どんなに資金があっても、まずは数十万円くらいの資金からの運用を推

奨していますので、その資金となっている金額はそこまで大きな額にはなってい

ませんが、それでも一般サラリーマンの日給に相当する金額やそれ以上の金額を

稼ぎ出せているのがお分かり頂けるはずです。 

 

そして、このような運用実績を即日から実現している友人達は、何ら「投資」や

「トレード」の知識や経験などを有していたわけでもありませんでした。 

 

その分野においては、完全に「素人」の状態からでも、私の手法は問題なく身に

付ける事ができているということです。 

 

 

ネットビジネスのノウハウでは実現し得なかった高い再現性。 

 

 

ただ単純に「お金を稼ぐ」という結果だけを重視するなら、この資産運用のノウ

ハウの再現率は今のところ１００％（ノウハウを教えた人の全員が稼げるように

なっている）という状況です。 

 

もちろん、彼等も最終的にこのような手法でお金を稼いでいく事に対して何を思

うかは分かりません。 

 

その中には私のように「稼げる云々とは別に自分にこのようなお金の稼ぎ方は合

わない。」と思うような人もいるかもしれませんし、そう思いながらも私のような

「別の稼ぎ口」が無ければ、続けていく人もいると思います。 

 

ですが、ただ純粋に「お金を稼ぐ」という結果だけを言えば、私が長年、研究を

重ね、研ぎ澄ませてきたコピーライティングやマーケティングのノウハウなどよ

り、その「再現性の高さ」は、この資産運のノウハウの方が、遥かに「上」とい

う結果が出ているのが実情です。（事実、そういう「結果」が出ている事は認めざ

るを得ません。） 

 

私が感じるような「精神面」における向き不向きはあると思いますが『物理的な

再現性』に関しては、それが極めて高いノウハウである事を実際に「実証できて

いる」という事です。 

 



打倒、ウォーレン・バフェット。 

 

ちなみに以前の私の目標（というよりは野望でしょうか）は、世界でも有数の「お

金持ち」になる事でした。 

 

そんな「世界の長者番付」の上位に名を連ねていたのはマイクロソフトのビルゲ

イツ氏やフェイスブックのザッカーバーグ氏といった経営者、もしくは生まれな

がらの億万長者にあたるような人達です。 

 

ただ、その中で私が現実的に「目標」にできそうだった人物が「投資家」のウォ

ーレン・バフェット氏であり、１から「投資」という分野を突き詰めて世界の長

者番付のトップに名を連ねるようになった彼こそを、私は常に心のどこかで目標

にしていました。 

 

たくさんの人を雇って会社を大きくしていくような「経営者」として成功を手に

していく事よりも、個人のスキルのみで成功を勝ち取っていく方が、私の気質に

合っていたからです。 

 

故に、資産運用（投資、トレード）の世界でこの上ないノウハウを確立する事は、

それを実現すための最短のステップに他なりません。 

 

それだけに、実際にそんなノウハウを確立する事ができた際は、そんな「打倒、

ウォーレン・バフェット」という目標の実現も視野に入ったように思えました。 

 

というのも、バフェット氏が投資家として実現しているパフォーマンスは年利平

均で２２．６％という数字であり、１カ月あたりの利率は２％にも満たない数字

なんです。 

 

ただ、その利率を彼は約５０年近く継続する事で、１５０万円ほどの資金を時価

総額６兆円以上の資産にまで増やしたと言われています。 

 

これに対して、私が確立した資産運用の手法は、１日あたりの利率が５％近くに

なる事もザラにあるため、世界一の投資家、ウォーレン・バフェット氏の１カ月

あたりの平均利率を「わずか１日」で、２倍以上も上回ってしまうわけです。 

 

もちろん、バフェット氏の年間平均２２％というパフォーマンスは、その大半が

数十億円、数百億円、強いては数千億、何兆円という資金を運用しての数字です

から、これを同じ土俵で比べるのはナンセンスかもしれません。（数十万円、数百

万円の資金を運用する事と、何百万億、何千億円を運用するのとでは「物理的」

にも「精神的」にも別モノですから。） 



ですが、たとえそうであるとしても、私のノウハウの利率が極めて高いものであ

る事に違いはなく、ひとまずは一日平均５％ほどの利率を維持していけば、その

「母数」となる資金は以下の通り、すぐに大きな金額になっていきます。 

 

 
 

上記の計算表を見て頂いてもお分かりいただける通り、資産運用の世界は、他で

もないバフェット氏も実現していた、暴力的とも言える「複利の恩恵」を存分に

受けていく事が出来るんです。（スタート時の資金を１０倍、１００倍の金額にす

れば、その収益は更に大きなものになるわけですから。） 

 



 

そして、実際に手元の資金が数億、数十億と増えていけば、その資金に応じた形

で現状のノウハウを応用していく余地も十分にあるため、今現在の時点で実現し

ている１日５％前後の利率をそのまま維持する事はできずとも、その「応用」に

よって、バフェット氏以上の利率を維持できる可能性は十分にあります。 

 

仮に現状の利率が半分以下の２％前後、更に言えば１０分の１の０．５％ほどに

なってしまったとしても、 

 

１日２％×３６５日   ＝ ７３０％（７倍） 

１日０．５％×３６５日 ＝ １８２.５％（１．８倍） 

 

このように「複利を前提としない単純計算」でも、バフェット氏の投資家として

の平均年間利率２２．６％（１．２倍）は十分に「超えられる」からです。 

 

 

そんなパフォーマンスを叩き出せる「相場師」の育成。 

 

つまり、先立ってあなたにご案内させていただいた企画は、ウォーレン・バフェ

ットを超えるようなパフォーマンスを叩き出していくようなトップクラスの相場

師を、他でもない「私自身」のために育成する事を目的としたものに他なりませ

ん。 

 

資金が増えていく事で「高い利率の維持」が難しくなる事が想定されるため、多

くの相場師に資金を分散して運用してもらう事によって安定した利率を維持でき

ればと考えているわけです。 

 

少なくとも、私の手法は、市場（相場）やタイミングが完全に特定されてしまう

ような偏った手法ではないため、複数の人（パートナー）がこの手法を用いて資

産を運用していくとしても、どの相場に向き合うか、どのようなタイミングで相

場に向き合うかで、その「運用のポイント」は分散される事になります。 

 

故に、私は「一定の利率を安定して維持できるパートナーを複数名、育成した上

で、それぞれに資産を分散して運用してもらう」というビジョンを描いているん

です。 

 



その上で、数名の友人や知人、既存のビジネスパートナーなどには、既に自身の

ノウハウを継承し、その一部には実際の私の資金を運用してもらっている状況に

あります。 

 

そして、その運用条件は、先立ってご覧いただいている資料の方にも記載したよ

うな『その損失は全て私の負担とした上で、資産運用によって生じた収益（利益）

の５０％（半分）を受け取れる』という、実際に資金を運用する側には何のリス

クも抱えさせていません。 

 

それくらいの条件で資金の運用を任せられるのは、私が私自身の手法にそれだけ

の自信を持っているというのもありますが、それだけの「リスクヘッジ」も十分

に考慮された手法であるため、その手法をしっかりとマスターできたパートナー

には、リスクの全てを私が請け負う形で資金の運用を任せています。 

 

何より、その「リスクヘッジを徹底している」というポイントこそが、私の手法

が常識外れの利率を実現できている大きな要因の１つでもあるんです。 

 

 

鉄壁の防御（リスクヘッジ）こそが、高水準のリターンを生み出す 

 

 

攻撃は最大の防御なり。 

 

これは「孫氏の兵法」の中のひとつとして、わりと有名な言葉だと思いますが、

資産運用（投資）の世界で言えば、これは真逆なのが現実です。 

 

とにかく重要なのは「攻める事」よりも（資金を）守る事。 

 

防御（リスクヘッジ）こそが、結果として高いリターンを生み出していくのが資

産運用の世界なんです。 

 

短期的に見れば、時には「攻める事」で大きなリターンを得られる事もあるかも

しれませんが、数年単位、数十年単位で資産運用を続けた上でのトータル的なリ

ターンを追求する上では、やはり鉄壁の防御（リスクヘッジ）こそがモノを言い

ます。 

 



むしろ「攻める事」は「欲をかいてしまう事」にも等しく、これこそが相場の世

界では大きな損失を生み出す要因になってしまうんです。 

 

ルール１ 絶対に損をしないこと。 

ルール２ ルール１を絶対に忘れないこと。 

 

例のウォーレン・バフェット氏も「投資で稼ぐための最も重要なルール」として、

このような２つのルールを掲げている事や、歴代の世界的な投資家、相場師など

も口を揃えてこのような格言を残している事からも、資産運用における「損失を

回避する事の重要性」は十分に伺い知れると思います。 

 

だからこそ、私は自身の投資手法を確立するにあたり、損失を避け、そして回避

するという「鉄則」を何よりも重要視しました。 

 

その結果、実際に確立されていった手法は『集団心理の動向と統計によって生ま

れる共通性の高い値動きだけを短期的に狙っていく』というものになり、そのよ

うな短期の運用を徹底する事で、リスクと損失を最大限に回避し、また、最小限

に抑えられる「防御重視のルール」を確立できたわけです。 

 

 

勝率の高まる相場をとにかく「待つ」。 

 

 

投資の世界では「待つのも相場」という格言もありますが、私は考えむしろ『待

つのが相場』であり、少なくとも私はそのような思考を前提に自身のノウハウを

確立していきました。 

 

故に、私の手法で資産運用を行う場合、実際に「運用（投資）」を行う時間よりも

「待つ時間」の方が圧倒的に長いです。 

 

私が定めている「心理動向による値動きの共通性」と「その心理統計から生まれ

る値動きの共通性」の両方の基準を併せて満たす状況となるまでは、決して相場

に手を出す事がないからです。 

 

それでも、その基準（条件）を満たす局面は１日の相場において、ほぼ必ず何度

かは訪れます。 



そのような「待つのが相場」という思考を前提に、本当に高い確率で利益を狙う

ポイントのみを狙って極めて短期的な運用を行っていく。 

 

これが私の手法であり、結果として、これを徹底する事で、極めて高いリターン

（利率）を実現できているという事です。 

 

よって、私の手法では「相場にどう反映されるか」また「既に反映されているの

かいないのか」といったところに、どうしても確実性を欠いてしまう『ファンダ

メンタル』と呼ばれる要素を完全に排除していますので、相場（値動き）を捉え

る視点は全て『テクニカル』と呼ばれるものだけに集約されています。 

 

ただ、多くのトレーダー、投資家が利用しているようなテクニカル指標とされる

ものはほとんど利用せず、独自のチャート分析術から相場（チャート）に反映さ

れる「心理の動向」を捉え、更に「統計」の視点からも格段に値動きの共通性が

高くなるポイントだけを短期的に狙っていくのが、私の手法の特徴です。 

 

複雑な動きをする指標を幾つも表示させて売り買いの判断していくような手法で

はなく、むしろ、実際の売買ルールやその判断基準などは極めて「シンプル」で

あり、そうであるからこそ、投資やトレードの経験が一切ないような人でも、そ

れを教えた初日からでもしっかりと利益を上げる事が出来ているんです。 

 

 

「心理」と「統計」の共通性が生じる全ての相場において有効。 

 

 

よって、私が確立した資産運用の手法は一定数の人が投資、投機、トレードの対

象としているような市場（相場）であれば、どの相場（何の相場）でも、その有

効性を発揮できます。 

 

つまり「株」でも「為替（ＦＸ）」でも、ここ最近の市場で言えば「仮想通貨」の

相場でも、そのマーケット（市場）を投資や投機、トレードの対象として一定数

の人が参入して資金を投じている状況にあれば、私の手法は十分にその有効性を

発揮する事が出来る（出来ている）という事です。 



 

ＦＸ＜ドル×円＞運用実績 

 

 

一回あたりの取引数量：１（約１１０万円＜資金２０万円×レバレッジ１０倍＞） 

2 日間で約 16,560 円の実益（資金に対しての 1日あたりの利益率：約４％） 

 

 

▼ 仮想通貨＜ビットコイン×円＞運用実績 

 

 

取引数量１～２：約７５～１５０万円（資金１０万円×レバレッジ１５倍） 

取引数量１枚に対して約 8,500～9,500 円の実益（資金に対しての利益率：約９％） 

 



 

ご覧の通り、仮想通貨（ビットコイン）と為替（ＦＸ）の相場では、実際の資金

を運用した上で、その有効性を実証できていますし、株の相場においてもバック

テストの上で同様にその有効性を確認できています。 

 

ちなみに「株」の場合は信用取引でも３倍までのレバレッジ取引が限界であるた

め、実際の運用は１５倍、２５倍といったレバレッジ取引が行える仮想通貨、為

替＜ＦＸ＞のみを対象に行っていました。 

 

ただ、このような「あらゆる相場」で有効性を発揮できるというのは、当然と言

えば当然の結果であり、そもそも私の手法は「相場と向き合う人達の心理の動向」

とそこから生まれていく「統計」から、高い確率で捉える事が出来る値動きだけ

を狙っていくという手法です。 

 

そんな「人の心理」というものに一定の共通性がある以上、その有効性はどのよ

うな相場においても共通していなければ「おかしい」わけです。 

 

むしろ、ありとあらゆる市場（相場）において、同様の有効性が見られている事

こそが、この手法が実際に「心理」と「統計」を有効に捉えたものである事の裏

付けにもなっていると言えます。 

 

つまり、私の投資手法はある程度の「市場参入者」が存在し、その市場がある程

度の規模で「投資」「投機」「トレード」などの対象となっていれば「あらゆる相

場を対象として資金を運用していく事のできる、極めて順応性の高いノウハウで

ある」という事です。 
 

 

この手法の全てを、その有効性を「目の前で実証しながら」教えます。 

 

 

ただ、この手法そのものや、その「運用ルール」がどんなに明快なものであって

も、相場は常に動き続けるものであるため、そのルールをどんなに「頭」で理解

しても、リアルタイムに動き続ける相場でその基準（条件）に沿った局面を判断

し、売買を行っていく事は、言うほど簡単ではありません。 

 

そこには、当然ですが、少なからずの「経験」と「慣れ」が必要になります。 



 

私個人の感覚として、実際の判断や売買のタイミングなどは、そこまで「難しい」

というほどのものではないと思いますが、それでも、その「基準（ルール）」のみ

を情報として頭に入れただけの状況で、リアルタイムな相場に向き合って実際に

資金を運用するのは、少々「危険」です。 

 

やはり、机上のみで捉える「方法論」や、それを裏付ける「理屈」と、リアルタ

イムで動き続ける相場に対象とした「実践」とでは、そこに大きな違いがあるか

らです。 

 

仮にこれが「アフィリエイト」や「コピーライティング」のような、ほぼ金銭的

なリスクの伴わないノウハウであるなら、まず方法論のみを頭の中に落とし込ん

だ上で『実践の中で徐々にそれをマスターしていく』という流れでも良いかもし

れません。 

 

それが金銭的リスクの伴わないノウハウなのであれば、その理解内容に誤ってい

る部分などがあったとしても、金銭的な損失等を被る事はほぼ無いに等しいから

です。 

 

ですが、このような「資産運用」のノウハウは、その実践において「リスク」が

伴うため、可能な限り完璧な形でそれを理解、体得した上で本格的な実践（運用）

に乗り出していくべきだと思います。 

 

故に、このような「資産運用」を前提とするトレードノウハウなどは、テキスト、

動画といったコンテンツのみで一方的に情報のみを提供する形ではなく、まさに

「手取り足取り」のレベルでその手法を実践的に体得して頂く事が最も「確実」

だと思いました。 

 

何より「この手法が本当に稼げる手法であると確信していただく事」が何よりも

重要な第一歩だと思いますので、まずはそれを「目の前」で再現し、そして「体

験」して頂く事が最善ではないかと思います。 

 

アフィリエイトのノウハウやコピーライティングのスキルは、その「方法論」や

「理論」のみをどんなに丁寧に教え込んでも、それをその場で実践し、即座に「結

果」を出して頂くという事は出来ません。 

 



ですが、このような「資産運用のノウハウ」は、その有効性を目の前で再現して

いく事はもとより、その実践によって、即座に結果を出して頂く事が出来るもの

です。 

 

文字通り「手取り足取りレベルでノウハウ教えられる環境下」にあれば、その場

で即座に同じノウハウによって稼いで頂く事が可能なんです。 

 

それならば、この手法を教示する上で「そのメリットを活かさない手はない」と

思いました。 

 

それこそ生半可な理解レベルで実践してしまい、下手にその再現性を低くしてし

まう事は、情報（ノウハウ）そのものの価値を下げている事と何ら変わりありま

せん。 

 

対して、その内容をしっかりと理解していただき、絶対的な確信と共に完璧にそ

の手法をマスターして実践していただければ「より確実な再現性」を実現してい

く事ができます。（実際にそのような形で教えた友人、知人は例外なく、稼げるよ

うになっていますので。） 

 

私としても、ここまでのノウハウを確立した以上は「より確実な形でこのノウハ

ウをしっかりと提供していきたい」というのが率直な気持ちです。 

 

そして、そのような考えを前提に企画したのが、先立ってご案内したオファーで

あるという事です。 

 
 

これが「再現率１００％を維持するための提供体制」という事です。 

 

その上で、先立ってご覧いただいた資料の方では、ノウハウそのものの具体的な

提供体制の詳細や、実際に私が確立した手法そのものについても、実際に高い水

準の利率を実現している要因なども含め、より詳しく言及しています。 

 

もし、まだその詳細に目を通されていないようであれば、是非、目を通してみて

ください。 

 

>> 資産運用講習の案内資料（ＰＤＦ） 

→ http://ebook-japan.com/secret/yh.pdf 

http://ebook-japan.com/secret/yh.pdf


 

 

尚、既に上記をお読みいただいているようであれば、上記でご案内したオフ 

ァーの詳細を踏まえた上で、こちらの『青天井で稼げてしまう「究極的な時 

間労働」に向き合い、私が感じた事。』のレポートを介して、私が物理的な問 

題ではなく、内面的、精神的な問題で、このような方法でお金を稼いでいく 

事が「自分には合わない」と思った理由等がお分かり頂けたかと思います。 

 

その上で、上記でご案内しているオファーの概要をここで今一度、まとめて 

おくと、そのご案内を介して私の方から提供させていただきたいのは『あら 

ゆる市場（相場）に適応できる資産運用のノウハウ』であり、手法の分類と 

しては「スキャルピング」と呼ばれるような数秒、数分の売買によって利益 

を積み重ねていく短期運用を前提とするノウハウとなります。 

 

現状は、短時間で最も大きく相場が変動する「仮想通貨の証拠金取引（FX） 

市場」が、短期売買の特性上、高い利益率を出せる傾向にあり、そこで実際 

に実現している利率が資金に対して１日あたり４～６％ほど（１０万円に対 

して４０００～６００００円ほど、１００万円に対して４～６万円ほど）と 

いう数字です。 

 

そんな「資産運用のノウハウ」を、今回は、以下のような実践講習と通信講 

習を介して提供させていただきます。 

 

・ほぼ「１日がかり」で行う手取り足取りレベルの対面講習 

・スカイプ・メールによる「９０日間、回数無制限」の通信補習 

 

よって、本講座のメインはあくまでも対面、または通信形式の「実践講習」 

と、その後に対応させていただく「補習講習」であり、それらによって、私 

が直に提供する「資産運用のノウハウ」そのものに他なりません。 

 

ただ、実際の講習時には『私のノウハウの「ルール」「ポイント」などをまと 

めたレジェメ（資料）』の方を提供させて頂きますので、その主要となるルー 

ル、ポイントなどは、講習後においても、そのレジェメの方でいつでも確認 

いただけます。 

 

  



 
 
 
 
 
 
 

 
 

レジェメの方は、上記のようなＰＤＦでの提供となりますが、ご覧の通り１ 
つ１つのルール、ポイントにおいては実際のチャートを用いた事例なども図 
解にして盛り込んでいますので、この資料のみでも「教材」として売り出せ 
るレベルの内容だと思います。（もともとは私自身のために作成していた資料 
なのですが、今は講習時の資料として使っています。） 

 
また「対面講習」の際に行う実践的な運用講習については「スカイプによる 
画面共有」を行っての「通信形式」でも対応できますので、 

 
・東京都内への移動、宿泊などが物理的に難しい（厳しい） 
・家を空けて都内に足を運べないご事情がある 

・交通費等も馬鹿にならないので出来れば自宅で講習を受けたい 
・通信形式でも問題なく学べるなら、そのようにして欲しい 

 
このような場合は以下の「通信講習プラン」の方を選択してください。 

  
「対面講習」＋「通信補習」プラン受講料：１０８万円（税込） 
「通信講習」＋「通信補習」プラン受講料：９８万円（税込） 

 
ただ、既にお伝えしました通り、この案内資料の方には、あえて「お申し込 
みボタン（リンク）」にあたるものは貼り付けていません。 

 

そのようなボタンをご用意してしまうと、この手紙を読まれた勢いで衝動的 
に申し込みを行ってしまうような方が少なからず出てきてしまうため、今回 
のオファーに関しては、そのような「衝動的なお申し込み」をあえてシャッ 
トアウトさせていただく形を取っています。 

 
『このようなお金の稼ぎ方が自分に「合っているか」どうか』 
『こういったお金の稼ぎ方を自分が「したい」のかどうか』 

 
是非、そこを冷静に考えて頂いた上で、お申し込みの方を慎重に検討してく 
ださい。 

 



 
この講座の特性上、受講者の方とは、実際に長時間、長期間に渡って同じ空 
間で時を過ごし、また、お付き合いする事になるのですから、お申し込みに 
おきましても、そのくらいの決意を固めて申し込んで欲しいという事です。 
 
その上で、今回のオファーを「受けたい」「受けてもいい」という場合は、一 
度、最終的なお申し込み前の段階で私と「最終確認」を兼ねた話し合い（ス 
カイプ通話、またはお電話）の時間を作ってください。 

 

「最終的な判断を下すために私と対話してみる」という前提でも構いません。 
 
私の「手法」についての細かな質問等も大歓迎ですので、そのようなところ 
も含めて、１００％納得いただいた上でお申し込みいただき、その実践講習 
に望んでいただければと思います。 

 

>> お申込み前の事前通話の申請はこちらから 
→ http://ebook-japan.com/secret/form/ 

 

案内資料の方では Q&A もご用意していますので、ご覧になっていないようで 
あれば、併せてご確認いただければ幸いです。 

 

>> 資産運用講習の案内資料（ＰＤＦ） 
→ http://ebook-japan.com/secret/yh.pdf 

 

 このような補足資料まで最後までお付き合い頂き、ありがとうございました。 
 
今回の企画を介してあなたと素晴らしいご縁を持てる事を楽しみにしていま 
す。  

 

 

http://ebook-japan.com/secret/form/
http://ebook-japan.com/secret/yh.pdf

